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◎：深く関係する、〇：関係する、△：少し関係する

1)研究者としての高い倫理観と使命感を
持ち、課題解決に向け主体的に取り組む
姿勢を有している。

2)全世代のこころと身体の健康を支援す
る地域包括ケアを構想し、課題を追求、
解決する能力を有している。

3)地域医療・看護の質の向上と発展に寄
与する研究を自ら構想・遂行する能力を
有している。

【研究者としての態度】 【構想力・課題解決力】 【研究力】

1 看護学研究方法特講 ◎ 〇 〇

1 地域包括ケア看護学特講 〇 ◎ 〇

1 応用看護統計学 ◎ 〇 〇

1 精神保健ケア特講 〇 ◎ 〇

1 地域生活支援システム看護学特講 〇 ◎ 〇

1 継続療養支援開発看護学特講 〇 ◎ 〇

1 看護学特別研究Ⅰ 〇 〇 ◎

2 看護学特別研究Ⅱ 〇 〇 ◎

3 看護学特別研究Ⅲ 〇 〇 ◎
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修了の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）に示している修得すべき能力


